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か
ら
は
、
「
社
会
の
一
員
と
し
て
こ
れ

か
ら
た
く
さ
ん
の
出
来
事
が
あ
る
。
そ

の
中
に
は
辛
い
こ
と
や
苦
し
い
こ
と
も

あ
る
が
、
多
く
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ

し
い
。
皆
さ
ん
の
若
い
力
と
行
動
力
に

大
い
に
期
待
し
、
輝
か
し
い
前
途
を
祝

福
し
ま
す
。
」
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
成
人
式
実
行
委
員
長
の
緑
川

太
郎
さ
ん
（
里
白
石
）
が
、
「
成
人
と

し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持
ち
努
力
を
怠

ら
ず
、
様
々
な
経
験
を
し
て
日
々
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
、

力
強
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

当
時
浅
川
小
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
吉

田
衛
先
生
が
指
揮
す
る
須
賀
川
吹
奏
楽

団
が
、
学
生
時
代
の
流
行
曲
や
思
い
出

の
浅
川
中
学
校
校
歌
な
ど
を
演
奏
し
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
は
、
全
員
で
記
念
写

真
を
撮
影
し
、
新
成
人
と
し
て
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
浅
川
町
成
人
式
が
、
１
月

10
日
㈰
に
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
行

わ
れ
、
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
64
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
色
鮮
や
か
な
振
袖
や
ス
ー

ツ
、
羽
織
袴
姿
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人

の
皆
さ
ん
が
、
旧
友
た
ち
と
記
念
写
真

を
撮
り
あ
っ
た
り
、
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
た
り
と
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

式
は
江
田
ひ
か
る
さ
ん
（
簑
輪
）
と

坂
本
綾
美
さ
ん
（
太
田
輪
）
の
司
会
進

行
で
進
め
ら
れ
、
成
人
証
書
授
与
並
び

に
記
念
品
授
与
で
は
、
成
人
者
一
人
ひ

と
り
の
名
前
が
呼
ば
れ
た
あ
と
、
新
成

人
を
代
表
し
て
生
田
目
な
つ
美
さ
ん

（
山
白
石
三
区
）
が
、
須
藤
町
長
よ
り

成
人
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
町
長久しぶりに集まった旧友たちで記念撮影

誓いの言葉を述べる緑川さん

成人式実行委員の皆さん 会場を盛り上げた須賀川吹奏楽団

新成人としての自覚を胸に
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出
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者
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み
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今年成人式を迎えた皆さん今年成人式を迎えた皆さん

　国民年金は、歳をとった時やいざというと
きの生活を現役世代みんなで支えようという
考えで作られた仕組みです。
国民年金のポイント
◎将来の大きな支えになります
　国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、
　保険料を納める制度です。国が責任を持っ
　て運営するため、安定していますし、年金
　の給付は生涯にわたって保障されます。
「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」
◎「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご
　本人の所得が一定額以下の場合、国民年金
　保険料の納付が猶予される制度です。
◎「若年者納付猶予制度」
　学生でない30歳未満の方で、ご本人および
　配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民
　年金保険料の納付が猶予される制度です。

　国民年金のご相談・手続き等について、詳
しくは年金事務所までお問い合わせください。
【問い合わせ】
　　　　郡山年金事務所　☎024-932-3434
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た
く　

み

　

た　

ろ
う

　
　
　

み

あ
や　

み

だ
い　

き

　

ゆ　　

か

あ
や　

た

か
ず　

や

ふ
み　

や

か
つ　

や

ひ
ろ　

き

せ
い　

や

た
く　

み

　

ま　　

み

　

あ　　

み

ゆ
う　

り

あ
や　

こ

　

ち　

ひ
ろ

か
お　

り

わ
か　

な

か
ず　

き

か
ず　

き

か
づ
の
り

し
ょ
う
た

ゆ
う
い
ち

　

み　

さ
き

し
ょ
う
こ

　

り　　

な

　

り　　

さ

　

み　　

く

く
る　

み

　

ゆ　　

か

あ
い　

り

あ
や　

か

な
お　

や

り
ょ
う
ま

ひ
ろ
あ
き

な
お　

き

　

こ　

ど
う

ま
な　

と

な
お　

き

み
ず　

き

た
く　

ま

　

ま　　

や

は
る　

か

　

り　　

な

す
ず　

か

　

さ　

が
わ

　

さ　

と
う

す
ず　

き

　

ね　

も
と

ふ
な　

き

わ
が
つ
ま

み
ず　

の

わ
た
な
べ

わ
り
が
や

う
え　

だ

　

か　　

な

　

か　　

な

あ
や　

か

　

さ　　

き

ゆ
う　

き

（
里
白
石
） 

（
中
里
） 

（
本
町
一
区
） 

（
滝
輪
二
区
） 

（
里
白
石
） 

（
山
白
石
三
区
） 

（
簑
輪
） 

（
太
田
輪
）

（
里
白
石
）  

（
本
町
一
区
） 

（
荒
町
） 

（
滝
輪
一
区
） 

（
染
） 

（
荒
町
） 

（
大
草
） 

（
荒
町
） 

（
東
大
畑
一
区
） 

（
荒
町
） 

（
本
町
二
区
） 

（
太
田
輪
） 

（
染
） 

（
里
白
石
） 

（
本
町
二
区
） 

（
福
貴
作
）

（
東
大
畑
二
区
） 

（
染
）  

鈴
木
　

和
樹

須
藤
　

万
智

高
久
　

翔
太

松
崎
　

裕
一

市
川
　

美
咲

大
和
田
曙
子

小
濃
　

李
奈

國
井
　

理
沙

陣
野
　

美
玖 

鈴
木
杏
莉
沙

鈴
木
　

来
海 

鈴
木
　

裕
香

生
田
目
愛
里

藤
田
　

綾
香

（
東
京
都
） 

（
大
草
） 

（
西
郷
村
） 

（
荒
町
） 

（
中
里
） 

（
東
大
畑
二
区
） 

（
大
草
） 

（
大
草
） 

（
簑
輪
） 

（
荒
町
） 

（
棚
倉
町
） 

（
東
大
畑
一
区
） 

（
小
貫
）

（
東
京
都
）  

渡
邉
志
津
香

岡
田
　

直
哉 

近
藤
　

亮
磨

佐
藤
　

寛
朗

高
坂
　

直
希

長
沼
　

鼓
道 

星
　
　

学
人

緑
川
　

直
樹

依
田
　

瑞
騎

我
妻
　

拓
真

稲
川
　

麻
耶 

上
野
　

陽
花

大
塩
　

璃
菜

押
見
　

鈴
香

（
滝
輪
二
区
） 

（
本
町
一
区
） 

（
本
町
二
区
） 

（
本
町
一
区
） 

（
中
里
） 

（
太
田
輪
） 

（
郡
山
市
） 

（
荒
町
） 

（
簑
輪
） 

（
福
貴
作
）

（
本
町
一
区
）  

（
荒
町
） 

（
滝
輪
二
区
） 

（
小
貫
） 

佐
川
茉
里
奈

佐
藤
　

佳
奈

鈴
木
あ
か
ね

根
本
佳
小
里

舟
木
　

佳
菜

我
妻
真
理
亜

水
野
　

彩
華

渡
邉
千
香
子

割
栢
　

沙
希

上
田
　

勇
樹

（
東
京
都
） 

（
滝
輪
二
区
） 

（
本
町
二
区
） 

（
棚
倉
町
） 

（
神
奈
川
） 

（
福
貴
作
） 

（
山
白
石
七
区
） 

（
本
町
一
区
） 

（
本
町
一
区
） 

（
東
大
畑
二
区
） 

64
名

（
敬
称
略
）

式
典
出
席
者
の
み
記
載

今年成人式を迎えた皆さん今年成人式を迎えた皆さん

　国民年金は、歳をとった時やいざというと
きの生活を現役世代みんなで支えようという
考えで作られた仕組みです。
国民年金のポイント
◎将来の大きな支えになります
　国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、
　保険料を納める制度です。国が責任を持っ
　て運営するため、安定していますし、年金
　の給付は生涯にわたって保障されます。
「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」
◎「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご
　本人の所得が一定額以下の場合、国民年金
　保険料の納付が猶予される制度です。
◎「若年者納付猶予制度」
　学生でない30歳未満の方で、ご本人および
　配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民
　年金保険料の納付が猶予される制度です。

　国民年金のご相談・手続き等について、詳
しくは年金事務所までお問い合わせください。
【問い合わせ】
　　　　郡山年金事務所　☎024-932-3434

あ　　

り　　

さ

し　　

づ　　

か

ま　　

り　　

な

か　　

お　　

り

ち　　

か　　

こ

ま　　

り　　

あ

～新成人の皆さんへ～
20歳になったら国民年金
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ま
た
、
式
で
は
昨
年
12
月
に
行
わ
れ

た
消
防
施
設
・
機
械
器
具
点
検
の
優
良

班
へ
の
表
彰
が
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

第
１
位

第
３
分
団
第
２
班
（
袖
山
班
）

第
２
位

第
１
分
団
第
１
・
２
班
（
両
町
班
）

　

こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
、
空
気
が
乾

燥
し
、
強
風
が
吹
く
な
ど
、
火
災
の
発

生
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
す
。
現
在

消
防
団
で
は
、
各
班
で
夜
警
や
火
防
督

励
な
ど
を
行
い
、
町
内
か
ら
火
災
が
発

生
し
な
い
よ
う
予
防
消
防
に
努
め
て
お

り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
「
予
防
消
防
」
を

心
が
け
、
浅
川
町
か
ら
火
災
が
発
生
し

な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
消
防
団
の
観
閲
式
と
出
初
式
が
１

月
10
日
㈰
に
行
わ
れ
、
団
員
、
来
賓
合

わ
せ
て
約
210
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

観
閲
式
は
役
場
前
通
り
に
お
い
て
行

わ
れ
、
須
藤
町
長
ら
が
消
防
団
を
観
閲

し
た
あ
と
、
江
田
政
之
団
長
を
先
頭
に
、

団
員
約
180
名
が
規
律
正
し
く
町
民
体
育

館
ま
で
行
進
し
ま
し
た
。

　

出
初
式
は
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、

ま
ず
始
め
に
今
年
一
年
の
無
火
災
を
祈

願
し
て
の
黙
祷
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
須

藤
町
長
か
ら
、
「
予
防
消
防
に
団
員
一

人
ひ
と
り
が
徹
し
、
浅
川
町
か
ら
火
災

を
出
さ
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
ほ
し

い
。
」
と
の
講
評
訓
示
が
さ
れ
、
江
田

団
長
か
ら
は
、
「
一
日
で
も
長
く
無
火

災
が
続
く
よ
う
、
団
員
の
皆
さ
ん
に
は

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
」
と
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

【写真右】
優良班表彰を
受けた
第3分団第2班
関根慎二班長

○
優
良
班

【写真左】
優良班表彰を
受けた
第1分団第2班
松本悟班長

平成27年度 全国統一防火標語
「無防備な 心に火災が かくれんぼ」
平成27年度 全国統一防火標語
「無防備な 心に火災が かくれんぼ」

浅川町消防団 出初式

消防団を観閲する須藤町長ら
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春季全国火災予防運動春季全国火災予防運動
　冬の寒さも峠を越え、火の取扱いに対する注意心が緩みがちになる春先ですが、家庭や職場での
暖房器具など、まだまだ火を使用する機会が多くあります。また、この時期は空気が乾燥し、
ちょっとした不注意から火災が発生しやすくなります。
　町内では、昨年１年間は無火災でした。今後も、町民の皆さんの高い防火意識で火災発生を防ぎ
ましょう。

☆火入れ等を行う際の注意事項☆
　たき火等が原因で林野火災が発生し、大切な樹木を灰にしてしまいます。また、家屋の焼失にもつながり、火に巻かれ
逃げ場を失った尊い命が犠牲になっています。
　たき火は原則法令違反です。火入れ等を行う際は、下記のルールを守り最大限の注意を
お願いします。
①浅川町役場で許可を得たのち、石川消防署浅川分署に火入れ届出を提出すること。
②火入れをしている間はその場を絶対に離れないこと。
③火入れが終わったら完全に消えたことを確認すること。
④風の強い日は火入れをしないこと。
⑤一度に大量の焼却をしないこと。
⑥水バケツや消火器、スコップなどの消火器具を準備すること。 【問合せ先】 石川消防署浅川分署 ☎ 36-2009

☆住宅防火　いのちを守る　7つのポイント☆
4つの対策

3つの習慣

寝具、衣類及びカーテンから
の火災を防ぐために、防炎品
を使用する。

寝たばこは絶対にやめる。

火災を小さいうちに消すため
に、住宅用消火器等を設置す
る。

逃げ遅れをふせぐために、住
宅用火災警報器を設置する。

お年寄りや身体の不自由な人
を守るために、隣近所の協力
体制をつくる。

ストーブは燃えやすいものか
ら離れた位置で使用する。

ガスこんろなどのそばを離れ
るときは必ず火を消す。

「住宅火災警報器」の設
置が、平成23年6月1日
から義務付けられていま
す!
浅川分署では随時、住宅
火災警報器についての説
明をいたしますので、お
気軽にご相談ください。

実施期間　３月１日（火）～３月７日（月）実施期間　３月１日（火）～３月７日（月）
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町のわだい・できごと

博
士
の
愛
し
た
「
詩
」
を
学
ぶ

　

富
三
博
士
が
愛
し
た
「
詩
」
か
ら
博

士
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
、
児
童
生

徒
の
国
語
能
力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
、

「
第
10
回
詩
を
書
こ
う
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
表
彰
式
が
12
月
19
日
㈯
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
石
川
郡
内
の
小
中

学
生
を
対
象
に
行
わ
れ
、
合
わ
せ
て
730

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
町
内
の
最

優
秀
賞
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

・
小
学
校
・
高
学
年
の
部

　

三
輪
　

一
冴
（
浅
川
小
５
年
）

・
中
学
校
の
部

　

関
根
　

る
な
（
浅
川
中
１
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

優
れ
た
理
科
研
究
を
た
た
え
る

「
第
22
回
吉
田
富
三
子
ど
も
科
学
賞
」

の
表
彰
式
が
、
12
月
12
日
㈯
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
は
、
学
年
ご
と
の
最
高
賞

に
あ
た
る
「
本
賞
」
を
受
賞
し
た
６
人

と
、
石
川
地
方
の
児
童
限
定
で
選
ば
れ

る
「
特
別
賞
」
を
受
賞
し
た
６
人
の
計

12
人
が
出
席
し
、
須
藤
町
長
が
一
人
ひ

と
り
に
表
彰
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

・
特
別
賞

藤
田
　

美
空
（
浅
川
小
３
年
）

渡
　
　

敦
大
（
浅
川
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

吉
田
富
三
博
士
に
ち
な
ん
だ
各
種
表
彰
式
開
催

お
枡
明
神
の
枡
送
り

袴
姿
の
神
幸
奉
仕
者
（
区
民
）
の
方
々

に
よ
り
運
ば
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
区
の

境
で
は
御
神
体
の
引
継
ぎ
の
儀
も
神
事

と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

宇
迦
神
社
へ
と
運
び
込
ま
れ
た
御
神

体
は
、
区
民
の
方
々
に
よ
り
造
営
さ
れ

た
高
床
式
の
御
仮
殿
へ
奉
納
さ
れ
、
３

年
後
の
遷
座
ま
で
大
切
に
保
管
さ
れ
ま

す
。

　

県
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
「
御
枡
明
神
遷
座
祭
」
が
、
11

月
22
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
豊
作
祈
願
の
神
事
で
、

３
年
に
一
度
、
一
升
、
五
合
、
二
合
五

勺
の
三
つ
の
枡
か
ら
な
る
御
神
体
が
、

簑
輪
地
区
、
棚
倉
町
の
福
井
地
区
、
玉

野
地
区
、
一
色
地
区
の
四
地
区
を
順
番

に
回
り
奉
納
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

「
枡
送
り
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
３
年
前
の
遷
座
祭
よ
り
簑

輪
十
二
代
神
社
に
祭
ら
れ
て
い
た
御
神

体
が
、
福
井
地
区
の
宇
迦
神
社
へ
と
送

ら
れ
ま
し
た
。
御
神
体
を
送
る
際
は
、

猿
田
彦
氏
子
役
が
先
導
と
な
り
、
羽
織

簑輪と福井の境で行われた引継ぎの儀宇迦神社に建てられた御仮殿
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町
連
合
P
T
A
（
金
内
吉
徳
会
長
）

主
催
の
教
育
懇
談
会
が
、
11
月
27
日
㈮

に
中
央
公
民
館
に
お
い
て
開
か
れ
ま
し

た
。

　

懇
談
会
に
は
須
藤
町
長
、
内
田
教
育

長
を
は
じ
め
、
幼
稚
園
、
各
小
中
学
校

の
P
T
A
会
長
や
園
長
、
校
長
ら
約
20

名
が
出
席
し
ま
し
た
。
出
席
し
た

P
T
A
会
長
ら
は
、
通
学
路
の
安
全
確

保
、
支
援
員
や
教
育
環
境
施
設
の
充
実

な
ど
の
共
通
要
望
の
ほ
か
、
幼
稚
園
の

絵
本
図
書
費
や
校
外
学
習
の
交
付
金
事

業
の
継
続
な
ど
、
幼
稚
園
・
各
学
校
が

個
別
に
抱
え
る
教
育
環
境
の
整
備
充
実

を
要
望
し
ま
し
た
。

　

浅
川
幼
稚
園
で
園
長
を
務
め
た
小
林

隆
夫
さ
ん
（
本
町
二
区
）
が
、
教
育
発

展
の
功
績
を
認
め
ら
れ
、
高
齢
者
叙
勲

の
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
、
昭
和
20
年
か
ら
43
年

間
教
員
を
勤
め
、
そ
の
間
、
浅
川
小
学

校
教
諭
や
山
白
石
小
学
校
教
頭
、
古
殿

町
立
宮
本
小
学
校
長
を
歴
任
し
、
教
育

環
境
の
改
善
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
退
職
後
は
平
成
３
年
10
月
か
ら

平
成
８
年
９
月
ま
で
浅
川
幼
稚
園
長
を

務
め
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
叙
勲
は
、
春
秋
叙
勲
で
勲
章

を
授
与
さ
れ
て
い
な
い
功
労
者
に
対
し
、

88
歳
に
達
し
た
機
会
に
勲
記
と
勲
章
を

授
与
す
る
も
の
で
、
小
林
さ
ん
も
平
成

27
年
11
月
に
米
寿
を
迎
え
、
対
象
と
な

り
ま
し
た
。

 
元
浅
川
町
防
犯
連
絡
責
任
者
会
の
小

針
藤
毅
さ
ん
（
袖
山
）
へ
、
公
衆
の
利

益
、
公
共
の
事
業
で
事
績
著
明
な
人
に

与
え
ら
れ
る
「
藍
綬
褒
章
」
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
は
11
月
13
日
㈮
に
東
京
都
で

行
わ
れ
、
同
月
26
日
㈭
に
役
場
町
長
室

を
訪
れ
、
須
藤
町
長
へ
受
章
の
報
告
を

し
ま
し
た
。

　

小
針
さ
ん
は
昭
和
44
年
か
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町
防
犯

連
絡
責
任
者
を
務
め
、
街
頭
活
動
や
啓

発
活
動
に
精
力
的
に
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加
し
、
町
の
安

心
安
全
の
た
め
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尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
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平
成
２
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か
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年
２
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現
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は

顧
問
を
務
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い
ま
す
。

　

岡
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区
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統
計
調
査
で
非
常
に
優
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を
収

め
た
と
し
て
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厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
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。

　

岡
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さ
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は
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平
成
26
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度
の
雇
用
、

給
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及
び
労
働
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て
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変
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調
査
す
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「
毎
月
勤
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統
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査
」

に
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て
、
調
査
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の
提
出
状
況
な
ど

が
極
め
て
優
秀
だ
っ
た
と
し
て
、
本
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
、
11
月
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日
㈭
に
東
京
都

で
行
わ
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全
国
統
計
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席
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お
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行
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３
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㈭
に
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報
告
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た
め
来
庁
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元
浅
川
幼
稚
園
長

　
　

高
齢
者
叙
勲
受
章

幼
稚
園
・
各
小
中
学
校

　

施
設
整
備
等
を
要
望

統
計
調
査
で

　
　
　

大
臣
表
彰
受
賞

秋
の
褒
章
受
章
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町のわだい・できごと

　

毎
年
恒
例
の
除
夜
の
花
火
の
打
上
げ

が
、
今
年
も
２
０
１
６
年
の
年
明
け
と

同
時
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

花
火
は
浅
川
町
商
工
会
青
年
部
の
主

催
に
よ
り
、
「
除
夜
の
鐘
」
に
ち
な
ん

だ
108
発
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
冬
の
夜
空

を
彩
る
花
火
に
見
物
客
か
ら
は
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
白
山
比
咩
神
社
に
は
元
朝
参

り
に
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、
今
年
一

年
の
無
病
息
災
な
ど
を
祈
願
し
て
い
き

ま
し
た
。
白
山
比
咩
神
社
下
の
広
場
で

は
、
商
工
会
青
年
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
初
夢
お
年
玉
大
抽
選
会
」
や
「
縁
起

物
」
の
販
売
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
訪
れ

た
皆
さ
ん
に
は
温
か
い
コ
コ
ア
も
無
料

で
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
10
日
か
ら
１
月
７
日
ま
で
実
施

さ
れ
る
「
年
末
年
始
の
事
件
事
故
防
止

運
動
」
に
伴
う
街
頭
活
動
が
、
町
防
犯

協
会
、
町
交
通
対
策
協
議
会
、
両
町
区

主
催
に
よ
り
12
月
４
日
㈮
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

活
動
に
は
、
町
内
の
交
通
・
防
犯
関

係
団
体
や
両
町
区
の
役
員
な
ど
約
60
名

が
参
加
し
、
J
R
磐
城
浅
川
駅
前
か
ら

の
ぼ
り
旗
な
ど
を
持
っ
て
町
内
を
歩
き
、

街
頭
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
特
有
の
事
件
や
飲
酒

の
機
会
が
増
え
る
年
末
年
始
に
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
少
年
教
室
の
も
ち
つ
き
が
、

12
月
25
日
㈮
に
中
央
公
民
館
に
お
い
て

行
わ
れ
、68
名
の
子
ど
も
達
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
の
指
導
の
も
と
、石
臼
と
杵
で
も
ち
つ

き
を
行
い
、そ
の
後
、み
そ
汁
大
学
に
所

属
し
て
い
る
有
志
の
皆
さ
ん
が
、朝
早
く

か
ら
準
備
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
汁
や
あ

ん
こ
、き
な
こ
な
ど
で
つ
き
た
て
の
も
ち

を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
つ
い
た
も
ち
を
一
人
ひ
と
り
が

丸
め
て
袋
に
入
れ
て
お
土
産
と
し
て
持

ち
帰
り
、正
月
の
恒
例
行
事「
も
ち
つ

き
」を
楽
し
み
ま
し
た
。

　　

愛
鳥
週
間
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
、
浅
川
中
学
校
３
年
の
緑
川
晴

貴
（
は
る
き
）
君
の
作
品
が
、
県
知
事

賞
を
受
賞
し
、
全
国
審
査
で
も
入
選
を

し
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
県
内
か
ら
約
500
点

の
応
募
が
あ
り
、
県
知
事
賞
に
は
緑
川

君
の
作
品
を
含
む
４
点
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
県
教
育
長
賞
に
は
同
校
３

年
の
江
田
莉
央
（
り
お
）
さ
ん
の
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

選
出
さ
れ
た
県
知
事
賞
受
賞
の
４
点

と
江
田
さ
ん
の
作
品
を
含
む
県
教
育
長

賞
の
上
位
２
点
、
合
わ
せ
て
６
点
は
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
と
出
品
さ
れ
、
緑
川

君
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

全
国
審
査
で
入
選

年
末
年
始
事
件
事
故
防
止

　
　
　
　

街
頭
活
動
実
施

お
正
月
の
恒
例
行
事

　
　
　

「
も
ち
つ
き
」

「
除
夜
の
花
火
」

　
　

冬
の
夜
空
を
彩
る
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おめでとうございます祝百歳賀寿

《百歳賀寿祝い事業》
　町では、100歳の誕生日を迎えた高齢者に対し、祝い状及び祝い金を贈呈し、その長寿を祝い、
併せて町民の間に広く高齢者福祉についての関心と理解を深め、高齢者の健康の増進に努める意欲
を高めることを目的として百歳賀寿祝を行っております。
　浅川町内に住所を有し、かつ百歳の誕生日以前、引続き又は通算して20年以上町内に住所を有す
る方が対象となり、町から50万円の祝金が贈呈されます。
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10月24日 3歳児健康診査でむし歯なしのお友達



いつまでもお元気で 祝米寿
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10月24日 3歳児健康診査でむし歯なしのお友達

11　広報あさかわ　2016.2

　藤田正憲・一恵夫妻（東大畑一区）に誕生した
第３子、あかりちゃんです。
（平成27年10月20日生まれ、女の子）

～メッセージ～
三人仲良く育ってください。

　藁谷貴裕・美沙夫妻（太田輪）に誕生した第４
子、建志（けんじ）くんです。
（平成27年7月27日生まれ、男の子）

～メッセージ～
お姉ちゃんたちに負けないぐらい、元気に育ってね

【作り方】
①　おからをフライパンでパラパラになるまで炒る
②　バターを常温にして、やわらかくしておく　
　　（電子レンジの場合は約30秒）
③　バターと砂糖をよく混ぜる（色が白くなるまで）
④ 小麦粉とおからを③に混ぜ、炒りごまとバニ
　　ラエッセンスを加える
⑤　厚さ2mmぐらいに伸ばし、形抜きで好きな
　　形にとる
⑥　オーブンで280度で25分間焼く（目安はきつ
　　ね色になるまで）

保育所人気のおやつ
おからクッキー

今月の一品
（浅川町保育所栄養士 酒井久美さん）

　おからには食物繊維が多く含まれ、便秘解消や、
骨や歯を強くします。 保育所では、おからを使った
クッキーやサラダが大人気です。ぜひ家庭でもお子
さんと作ってみてください。

おから　　　　　　１５０g
小麦粉　　　　　　１５０g
バター　　　　　　１５０g
砂糖　　　　　　　８０g
白炒りごま　　　　大さじ２
バニラエッセンス　少々

【材料】
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5月16日 幼児の歯科健康診査でむし歯なしのお友達

股関節脱臼検査 １歳６か月児健診

幼児歯科健診 もぐもぐ教室 お誕生教室

３歳児健診

２月５日（金）

３月４日（金）
午後１：３０～１：４５
石川町保健センター
平成２７年１１月生

午後０：３０～０：４５
保健センター

平成２４年１１月～１２月生

３月１０日（木）日　　程
受付時間

場　　所

場　　所

日　　程
受付時間

対 象 者

対 象 者

２月２５日（木） ３月１０日（木）
午後１：３０～１：４５
保健センター

平成２２年１月～３月生
平成２３年１月～３月生

午前９：１５～９：３０
保健センター

平成２７年６月～７月生

午前９：１５～９：３０
保健センター

平成２７年２月～３月生

【つどいの広場・育児相談】
日　程：２月１６日（火）
　　　　３月８日（火）
　　　　３月１５日（火）
時　間：午前９時３０分～１１時３０分
場　所：保健センター
☆身長や体重の測定ができます。
☆自由遊びの場ですので、お気軽にご参加ください。
☆風邪や胃腸炎など感染する病気のお子さんは、参加をひかえてください。

【乳幼児の健診・教室】●対象者には個別通知します。母子健康手帳をご持参ください。

午後０：３０～０：４５
保健センター

平成２６年５月～７月生

２月１９日（金）

３月１５日は、今年度最後の
つどいの広場です。
体調を整え、ぜひご参加くだ
さい。

10月24日 3歳児健康診査でむし歯なしのお友達

夜間に突然、お子さんの体調が悪くなったときは子ども救急電話へ
短縮ダイヤル ＃８０００

※固定電話アナログ回線の場合は ０２４－５２１－３７９０です
※受付時間は、毎日、午後７時～翌朝８時です

【心の健康相談】
日　程：２月２４日（水）（予約制）　場　所：浅川町保健センター
○相談を希望される方は、電話で申し込んでください。
○精神面で悩みを持っている方、心の病気や精神障害で困っている方やその家族、関係者が対象に
　なります。相談には、医療機関の臨床心理士が応じます。

　からだは眠っている間にメンテナンスされます。
　よい睡眠はからだとこころの健康維持に欠かせないものですが、不足すると疲れがとれないだけでなく、
生活習慣や心の健康面などにも影響を及ぼし、健康に過ごすことができなくなってしまいます。
　睡眠に関する講演会を開催しますので、ぜひご参加ください。
○日　時：２月２２日（月） 午後１時３０分～３時（受付　午後１時～）
○場　所：浅川町保健センター
○内　容：講演 「睡眠と健康 ～人はなぜ眠るの？～」
　　　　　講話講師・ふくしま心のケアセンター　副所長 前田 正治先生
　　　　　実技指導・ふくしま心のケアセンター　スタッフ３名
○申込み：２月１７日（水）まで電話にて保健センターにお申込みください。
　　　　　会場の都合上、人数制限をする場合がありますのでご了承ください。
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　１．手をよく洗いましょう
　　　　ウイルスの感染経路のほとんどは、人の手から手へウイルスがうつり、口から体内に侵入する経
　　　口感染です。ウイルスは石けんで丁寧に手洗いすることで流し落とすことができます。トイレのあ
　　　と、調理の前、食事の前には、石けんでよく手を洗うことが大切です。
　２．排泄物やおう吐物等には直接触れないようにしましょう
　　　　患者の排泄物やおう吐物等の汚物には、多くのウイルスが含まれているので、直接手で触れない
　　　よう使い捨ての手袋を着用し、すぐにペーパータオル等を使って拭き取りましょう。また、十分に
　　　換気を行いましょう。使用済の手袋やペーパータオル等はビニール袋に密閉して捨て、その後もよ
　　　く手を洗いましょう。
　３．食品はよく加熱しましょう
　　　　ウイルスは十分な加熱で死滅します。包丁やまな板等の調理器具にウイルスが付着することもあ
　　　ります。85℃以上の熱湯で1分以上加熱したり、塩素系漂白剤で浸すように拭いたりしましょう。

　１．こまめにうがいや手洗いをしましょう。
　　　　ウイルスの感染経路は飛沫感染です。どうしてもさけられないので、のどや手のウイルスを洗い
　　　流すことが大切です。
　２．バランスのよい食事と、疲労がたまらないよう十分な休養を心がけましょう。
　　　　一汁三菜（汁をふくめておかずは４種類）を基本に、野菜を多く摂取しましょう。規則正しい生
　　　活リズムで過ごしましょう。
　３．室内を暖かく、湿度を50～60％に保ちましょう。
　　　　こたつだけでなく、室内を暖かくしましょう。時々、換気も忘れずに行いましょう。
　４．人込み等を避けたり、外出するときにはマスクを着用したりしましょう。

冬期に流行する感染症に気をつけましょう

予防のポイント

予防のポイント

◆感染性胃腸炎◆

◆インフルエンザ◆

　昨年の11月28日（土）にたまかわ村文化体育館において、石川郡合同開催による「守る・支え
る・つながる命」講演会が開催され、ダウン症の書道家として全国各地や海外で活躍されている金
澤翔子さん、母親の泰子さんによる「天使がこの世に降り立てば～ダウン症者の書家翔子と歩んで
きた道～」と題しての講演が行われました。

　初めに書道の実演が行われ、翔子さんの純粋無垢
な心がそのまま表れる書体に、見た方は心を癒しま
した。また、母と子が共に力をあわせて書を書く姿
には、会場から大きな拍手が沸き起こりました。

　講話では、泰子さんが絶望と希望の中で迷ってい
るとき、自身の心身の安らぎのためにはじめた書道
に翔子さんが興味を示し、そこから二人三脚で努力
を重ねてきた経過が話されました。

「守る・支える・つながる命」講演会が開催されました

力を合わせて書を書く翔子さんと泰子さん

講話をする康子さんと実演で書いた書「共に生きる」
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く
）

☎
0
2
4-

9
3
5-

0
6
1
1

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
現

在
で
運
輸
支
局
の
登
録
名
義
人
で
あ

る
所
有
者
（
割
賦
販
売
に
よ
る
購
入

の
場
合
は
使
用
者
）
が
、
5
月
31
日

ま
で
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

自
動
車
を
譲
渡
し
た
り
、
下
取
り

に
出
し
た
り
、
廃
車
に
し
た
り
し
た

時
は
、
必
ず
運
輸
支
局
で
3
月
31
日

ま
で
に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。
手
続
き

が
完
了
し
な
い
と
自
動
車
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

転
居
等
に
よ
り
住
民
票
を
異
動
し

て
も
、
車
検
証
の
住
所
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
車
検
証
の
住
所
変
更
を
運
輸

支
局
で
登
録
し
ま
し
ょ
う
。
止
む
を

得
ず
手
続
き
が
で
き
な
い
と
き
は
、

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
登
録
手
続
き
を

依
頼
し
た
場
合
は
、
登
録
が
済
ん
で

い
る
こ
と
を
必
ず
確
認
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
の
継
続
検
査
（
車
検
）
を

受
け
る
際
に
は
納
税
証
明
書
が
必
要

で
す
。
自
動
車
税
を
納
め
た
時
に
交

付
さ
れ
る
領
収
書
に
納
税
証
明
書
が

つ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク

ル
券
も
次
回
車
検
時
、
廃
車
時
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
納
税
証
明

書
、
リ
サ
イ
ク
ル
券
は
、
車
検
証
と

と
も
に
大
切
に
保
管
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

自
動
車
の
登
録
に
つ
い
て

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

☎
0
5
0-

5
5
4
0-

2
0
1
5

い
わ
き
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

☎
0
5
0-

5
5
4
0-

2
0
1
6

自
動
車
税
に
つ
い
て

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部
課
税
第
二
課

☎
0
2
4-

9
3
5-

1
2
6
1

　

税
務
署
で
は
、
適
正
か
つ
公
平
な

課
税
を
実
現
す
る
た
め
、
不
動
産
使

用
料
の
支
払
調
書
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
情
報
を
収
集
・
分
析
す
る
と
と

も
に
、
納
税
者
の
方
に
自
発
的
な
適

正
申
告
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
、
仙
台
国
税
局
管
内
の
税
務

署
に
お
い
て
、
書
面
で
の
お
尋
ね
な

ど
に
よ
り
申
告
内
容
の
自
主
的
な
見

直
し
を
呼
び
掛
け
る
取
り
組
み
を
行

っ
た
結
果
、
不
動
産
所
得
の
申
告
漏

れ
や
計
算
誤
り
の
あ
っ
た
方
か
ら
修

正
申
告
書
等
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

納
税
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
適
正
申
告
を
行
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
申
告
内
容
の
自
己
点
検
（
見

直
し
）
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
誤

り
が
あ
っ
た
場
合
に
は
自
主
的
な
修

正
申
告
書
等
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

※

調
査
に
よ
ら
な
い
自
主
的
な
修
正

申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
過
少

申
告
加
算
税
は
課
さ
れ
ま
せ
ん
（
無

申
告
又
は
当
初
申
告
が
期
限
後
申
告

の
場
合
、
無
申
告
加
算
税
が
課
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）
。

【
問
い
合
わ
せ
】

須
賀
川
税
務
署

☎
0
2
4
8-

7
5-

2
1
9
4

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

須
賀
川
税
務
署
の

確
定
申
告
に
関
す
る
お
知
ら
せ

相 談

県
中
児
童
相
談
所

　

「
里
親
入
門
講
座
」

催 し

自
動
車
の
登
録
に
つ
い
て

その他

適
正
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
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終わらざる夏（上・中・下）
著者：浅田二郎

出版社：集英社文庫

1945年、夏。すでに沖縄は陥落し、本土決戦用の大規模な動員
計画に、国民は疲弊していた。東京の出版社に勤める翻訳書編
集者・片岡直哉は、45歳の兵役年限直前に赤紙を受け取る。何
も分からぬまま、同じく召集された医師の菊池、歴戦の軍曹・鬼
熊と、片岡は北の地へと向かった。
終戦直後の“知られざる戦い”を舞台に「戦争」の理不尽を描く
歴史的大作、待望の文庫化。第64回毎日出版文化賞受賞作。

老嬢は今日も上機嫌
著者：吉行和子

出版社：新潮文庫

父、兄、妹はいずれも作家、母は日本初の美容師。個性豊かな一
家に育った女優・吉行和子は、舞台「アンネの日記」でデビュー
以来、半世紀を経てなお輝き、俳人としても活躍。その原動力は、
何処から生まれるのか。
家族、友人、仕事、旅、本―好きなものへの「好奇心」と「距離
感」とを併せ持ち、軽やかに生きることこそが、その源と言える。
鋭い感性で綴る、滋味あふれるエッセイ。

父、兄、妹はいずれも作家、母は日本初の美容師。個性豊かな一
家に育った女優・吉行和子は、舞台「アンネの日記」でデビュー
以来、半世紀を経てなお輝き、俳人としても活躍。その原動力は、
何処から生まれるのか。
家族、友人、仕事、旅、本―好きなものへの「好奇心」と「距離
感」とを併せ持ち、軽やかに生きることこそが、その源と言える。
鋭い感性で綴る、滋味あふれるエッセイ。

生きていることを楽しんで
ターシャ・テューダーの言葉 特別編

著者：ターシャ・テューダー
出版社：メディアファクトリー

私はいくつに見られようと平気よ。今の自分にできることをすれ
ば、91歳でも堂々と生きられるわ。
憧れの絵本画家ターシャが自らの価値観をあますことなく書き
下ろした特別編。

中
央
公
民
館 

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

●月曜日～金曜日：午前８時３０分～午後５時
●第２・４木曜日：午後７時まで

返却していない本がありましたら
次の方のために早く返却しましょう!!

図書室開室時間

上記時間中、本の貸出しを行っています。
貸出期間は１冊につき２週間で、一人５冊まで借りられます。
詳しくはお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　中央公民館　☎ 36－2134

その他の新着本
家族という病 （下重暁子／幻冬舎新書）
年を重ねて知る人生の深い喜び （清川 妙／海竜社）
面倒だからしよう （渡辺和子／幻冬舎）
ハリーポッターとなぞのプリンス（上・下） （JKローリング／静山社）
デザイナーベイビー（新装） （岡井 崇／ハヤカワ文庫）
グラスホッパー （伊坂幸太郎／角川文庫）
天空の蜂 （東野圭吾／講談社文庫）
かいけつゾロリ ドラゴンたいじ （原ゆたか／ポプラ社）
ハイキュー（18・19巻） （古館春一／集英社）
進撃の巨人（17・18巻） （諌山 創／講談社）

小学生低学年までのお子さんを対象とした大
型絵本や紙しばいの読み聞かせ会を開催しま
す。お子さんやお孫さんと一緒に、ぜひ遊び
に来てください。
☆ 日 程　平成28年３月８日（火）
　　　　  午前10時30分～
☆ 場 所　浅川町保健センター



　

人
事
労
務
管
理
の
個
別
化
、
雇
用

形
態
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、
個
々
の

労
働
者
と
事
業
主
と
の
紛
争
（
以
下

「
個
別
労
働
紛
争
」
と
い
う
）
が
増

加
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
解
雇
や

労
働
条
件
の
引
き
下
げ
に
関
す
る
も

の
か
ら
、
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

こ
う
し
た
個
別
労
働
紛
争
の
未
然

防
止
と
職
場
慣
行
を
踏
ま
え
た
円

満
・
迅
速
な
解
決
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
福
島
労
働
局
で
は
「
個

別
労
働
関
係
紛
争
の
解
決
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
『
総
合

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
お
け
る
情
報

提
供
・
相
談
』
、
『
労
働
局
長
に
よ

る
助
言
・
指
導
』
、
『
紛
争
調
整
委

員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
』
の
紛
争
解

決
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
労
働
者
と
事
業
主
の
間

で
、
性
差
別
、
職
場
の
セ
ク
ハ
ラ
、

妊
娠
等
不
利
益
的
取
扱
い
、
育
児
・

介
護
休
業
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

の
雇
用
管
理
等
に
つ
い
て
民
事
上
の

紛
争
が
生
じ
た
場
合
、
当
局
雇
用
均

等
室
が
『
労
働
局
長
に
よ
る
助
言
・

指
導
・
勧
告
』
、
『
機
会
均
等
調
停

会
議
、
両
立
支
援
調
停
会
議
、
均
衡

待
遇
調
停
会
議
に
よ
る
調
停
』
の
紛

争
解
決
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
お
悩
み
の

方
、
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
が
心
配
な

方
、
人
事
・
労
務
等
で
疑
問
を
お
持

ち
の
方
な
ど
は
、
お
気
軽
に
最
寄
り

の
「
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
・

「
雇
用
均
等
室
」
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

・
郡
山
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

郡
山
市
桑
野
２-

１-

18

　

郡
山
労
働
基
準
監
督
署
内

☎
0
2
4-

9
2
2-

1
3
7
0

（
こ
ち
ら
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
は
女

　

性
相
談
員
が
い
ま
す
）

・
須
賀
川
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

須
賀
川
市
旭
町
204-

１

　

須
賀
川
市
労
働
基
準
監
督
署
内

☎
0
2
4
8-

7
5-

3
5
1
9

・
白
河
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

白
河
市
郭
内
１-

124

　

白
河
労
働
基
準
監
督
署
内

☎
0
2
4
8-

2
4-

1
3
9
1

　

須
賀
川
税
務
署
で
は
、
次
の
日
程

で
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、

贈
与
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
の

確
定
申
告
作
成
会
場
を
設
置
し
ま
す
。

○
期
間
・
開
設
時
間

　

平
成
28
年
２
月
８
日
㈪
か
ら

　

同
年
３
月
15
日
㈫
ま
で

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

　

※

土
、
日
、
祝
日
を
除
く

○
会
場

　

須
賀
川
市
産
業
会
館

　

こ
の
期
間
は
、
税
務
署
内
に
確
定

申
告
作
成
会
場
を
設
置
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

次
に
よ
る
提
出
方
法
が
大
変
便
利
で

す
。

①
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

　

申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用

　

し
電
子
申
請

②
同
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
て
、
申
告

　

書
を
作
成
・
印
刷
の
上
、
税
務
署

　

へ
郵
送

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（w

w
w
.nta.go.jp

）
ま
た
は

須
賀
川
税
務
署
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

須
賀
川
税
務
署

☎
0
2
4
8-

7
5-

2
1
9
4

　

地
域
で
で
き
る
里
親
に
よ
る
子
育

て
支
援
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
「
里
親
入
門
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。
里
親
、
子
ど
も
の
福
祉

に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

平
成
28
年
2
月
23
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

○
開
催
場
所

　

郡
山
市
中
央
公
民
館

　

郡
山
市
麓
山
１
丁
目
8-

4

○
定
員
・
申
し
込
み
期
限

　

30
名

　

平
成
28
年
2
月
16
日
㈫
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

　

福
島
県
県
中
児
童
相
談
所

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

☎
0
2
4-

9
3
5-

0
6
1
1

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
現

在
で
運
輸
支
局
の
登
録
名
義
人
で
あ

る
所
有
者
（
割
賦
販
売
に
よ
る
購
入

の
場
合
は
使
用
者
）
が
、
5
月
31
日

ま
で
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

自
動
車
を
譲
渡
し
た
り
、
下
取
り

に
出
し
た
り
、
廃
車
に
し
た
り
し
た

時
は
、
必
ず
運
輸
支
局
で
3
月
31
日

ま
で
に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。
手
続
き

が
完
了
し
な
い
と
自
動
車
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

転
居
等
に
よ
り
住
民
票
を
異
動
し

て
も
、
車
検
証
の
住
所
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
車
検
証
の
住
所
変
更
を
運
輸

支
局
で
登
録
し
ま
し
ょ
う
。
止
む
を

得
ず
手
続
き
が
で
き
な
い
と
き
は
、

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
登
録
手
続
き
を

依
頼
し
た
場
合
は
、
登
録
が
済
ん
で

い
る
こ
と
を
必
ず
確
認
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
の
継
続
検
査
（
車
検
）
を

受
け
る
際
に
は
納
税
証
明
書
が
必
要

で
す
。
自
動
車
税
を
納
め
た
時
に
交

付
さ
れ
る
領
収
書
に
納
税
証
明
書
が

つ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク

ル
券
も
次
回
車
検
時
、
廃
車
時
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
納
税
証
明

書
、
リ
サ
イ
ク
ル
券
は
、
車
検
証
と

と
も
に
大
切
に
保
管
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

【
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い
合
わ
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5
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わ
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自
動
車
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査
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録
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務
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自
動
車
税
に
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方
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局
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税
部
課
税
第
二
課

☎
0
2
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9
3
5-

1
2
6
1

　

税
務
署
で
は
、
適
正
か
つ
公
平
な

課
税
を
実
現
す
る
た
め
、
不
動
産
使

用
料
の
支
払
調
書
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
情
報
を
収
集
・
分
析
す
る
と
と

も
に
、
納
税
者
の
方
に
自
発
的
な
適

正
申
告
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
、
仙
台
国
税
局
管
内
の
税
務

署
に
お
い
て
、
書
面
で
の
お
尋
ね
な

ど
に
よ
り
申
告
内
容
の
自
主
的
な
見

直
し
を
呼
び
掛
け
る
取
り
組
み
を
行

っ
た
結
果
、
不
動
産
所
得
の
申
告
漏

れ
や
計
算
誤
り
の
あ
っ
た
方
か
ら
修

正
申
告
書
等
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

納
税
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
適
正
申
告
を
行
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
申
告
内
容
の
自
己
点
検
（
見

直
し
）
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
誤

り
が
あ
っ
た
場
合
に
は
自
主
的
な
修

正
申
告
書
等
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

※

調
査
に
よ
ら
な
い
自
主
的
な
修
正

申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
過
少

申
告
加
算
税
は
課
さ
れ
ま
せ
ん
（
無

申
告
又
は
当
初
申
告
が
期
限
後
申
告

の
場
合
、
無
申
告
加
算
税
が
課
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）
。
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児
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て
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告
を
お
願
い
し
ま
す
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終わらざる夏（上・中・下）
著者：浅田二郎

出版社：集英社文庫

1945年、夏。すでに沖縄は陥落し、本土決戦用の大規模な動員
計画に、国民は疲弊していた。東京の出版社に勤める翻訳書編
集者・片岡直哉は、45歳の兵役年限直前に赤紙を受け取る。何
も分からぬまま、同じく召集された医師の菊池、歴戦の軍曹・鬼
熊と、片岡は北の地へと向かった。
終戦直後の“知られざる戦い”を舞台に「戦争」の理不尽を描く
歴史的大作、待望の文庫化。第64回毎日出版文化賞受賞作。

老嬢は今日も上機嫌
著者：吉行和子

出版社：新潮文庫

父、兄、妹はいずれも作家、母は日本初の美容師。個性豊かな一
家に育った女優・吉行和子は、舞台「アンネの日記」でデビュー
以来、半世紀を経てなお輝き、俳人としても活躍。その原動力は、
何処から生まれるのか。
家族、友人、仕事、旅、本―好きなものへの「好奇心」と「距離
感」とを併せ持ち、軽やかに生きることこそが、その源と言える。
鋭い感性で綴る、滋味あふれるエッセイ。

父、兄、妹はいずれも作家、母は日本初の美容師。個性豊かな一
家に育った女優・吉行和子は、舞台「アンネの日記」でデビュー
以来、半世紀を経てなお輝き、俳人としても活躍。その原動力は、
何処から生まれるのか。
家族、友人、仕事、旅、本―好きなものへの「好奇心」と「距離
感」とを併せ持ち、軽やかに生きることこそが、その源と言える。
鋭い感性で綴る、滋味あふれるエッセイ。

生きていることを楽しんで
ターシャ・テューダーの言葉 特別編

著者：ターシャ・テューダー
出版社：メディアファクトリー

私はいくつに見られようと平気よ。今の自分にできることをすれ
ば、91歳でも堂々と生きられるわ。
憧れの絵本画家ターシャが自らの価値観をあますことなく書き
下ろした特別編。

中
央
公
民
館 

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

●月曜日～金曜日：午前８時３０分～午後５時
●第２・４木曜日：午後７時まで

返却していない本がありましたら
次の方のために早く返却しましょう!!

図書室開室時間

上記時間中、本の貸出しを行っています。
貸出期間は１冊につき２週間で、一人５冊まで借りられます。
詳しくはお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　中央公民館　☎ 36－2134

その他の新着本
家族という病 （下重暁子／幻冬舎新書）
年を重ねて知る人生の深い喜び （清川 妙／海竜社）
面倒だからしよう （渡辺和子／幻冬舎）
ハリーポッターとなぞのプリンス（上・下） （JKローリング／静山社）
デザイナーベイビー（新装） （岡井 崇／ハヤカワ文庫）
グラスホッパー （伊坂幸太郎／角川文庫）
天空の蜂 （東野圭吾／講談社文庫）
かいけつゾロリ ドラゴンたいじ （原ゆたか／ポプラ社）
ハイキュー（18・19巻） （古館春一／集英社）
進撃の巨人（17・18巻） （諌山 創／講談社）

小学生低学年までのお子さんを対象とした大
型絵本や紙しばいの読み聞かせ会を開催しま
す。お子さんやお孫さんと一緒に、ぜひ遊び
に来てください。
☆ 日 程　平成28年３月８日（火）
　　　　  午前10時30分～
☆ 場 所　浅川町保健センター



月　日 行 政 区 受付時間

〔午前の部〕

午前9時～午前11時30分

〔午後の部〕

午後1時～午後4時

15日（月）

16日（火）

17日（水）

18日（木）

19日（金）

22日（月）

23日（火）

24日（水）

25日（木）

26日（金）

29日（月）

１日（火）

２日（水）

３日（木）

４日（金）

７日（月）

８日（火）

９日（水）

10日（木）

11日（金）

14日（月）

15日（火）

年金・給与収入のみの方対象

年金・給与収入のみの方対象

山白石１区・２区・３区・４区

山白石５区・６区・７区

小貫、太田輪

里白石

里白石（内山・高梨沢地区）、福貴作

染

滝輪１区・２区

指定日に申告相談できない方

東大畑１区・２区

本町１区（大明塚地区）

本町１区・２区

荒町（背戸谷地地区）

荒町

簑輪、袖山

根岸

大草、松野入

中里

畑田

指定日に申告相談できない方

指定日に申告相談できない方

２ 月

３ 月
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申告される方は、次の事項にご留意のうえ申告をお願いいたします。
○会　場
　町中央公民館大ホール
◯期　間
　2月15日（月）～3月15日（火）　※土日を除きます。
○持参するもの
・印鑑（金融機関届出印）
・各種証明書（生命保険料・地震保険料・年金払込証明書等）
・収支を記録した帳簿、各種領収書等
・源泉徴収票（原本）
・医療費控除を受ける場合には、医療費の領収書（平成27年中に支払ったもの）、生命保険や健康保険などから
　補てんされた（戻ってきた）金額のわかるもの
　※医療を受けた人・月ごとに分けて、集計してください。
・その他必要と思われるもの（預金通帳等）
◯その他
・所得申告相談には、所得者本人がお越しください。やむを得ず代理の方が申告される場合には、必要な書類等を
　ご持参ください。足りない書類がありますと、申告書を作成できない場合があります。
・所得税を納税する方や還付を受ける方については、口座振替のご利用をお願いすることになりますので、預金通
　帳の口座番号を控えてお越しください（還付の場合は申告者本人名義の口座に限ります。）。
・できるだけ指定日にお越しくださるようご協力をお願いします。指定日に申告できない方は、申告期限間近にな
　ると大変混雑しますので、なるべく早い時期にお越しくださるようお願いします。

【問い合わせ】　税務課　☎36-4122

平成27年分 所得申告相談のお知らせ
平成27年分の所得申告相談を下記の日程表のとおり実施いたします。
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　浅川町では、経済的理由によりお子さんの就学
が困難な方を対象に、学校生活において必要とな
る費用の一部を援助する制度があります。
就学援助の対象者
　浅川町に在住する児童・生徒の保護者のうち、
いずれかに該当する方
　①生活保護を受けている方
　②生活保護に準ずる程度に生活が困窮している方
　③児童扶養手当受給者
援助の対象費用
　学用品費・校外活動費・新入学学用品費・修学
旅行費など
申請方法
　お子さんが就学する学校（お子さんの担任もし
くは、就学援助担当）に申し出てください。申請
に必要となる書類をお渡しします。
　認定にあたっては、世帯の収入や学校及び家庭
内の状況等を参考にして教育委員会が総合的に判
断します。そのため、民生委員が家庭内の状況を
調査する場合があります。
　ご不明な点につきましては、教育委員会もしく
はお子さんが就学している学校にお問い合わせく
ださい。
【問い合わせ】　　　　浅川小学校　☎36-2029
　　　　　　　　　　里白石小学校　☎36-2377
　　　　　　　　　　山白石小学校　☎36-2815
　　　　　　　　　　　浅川中学校　☎36-2023
　　　　　　　　教育委員会事務局　☎36-2297

　町税等の口座振替納付を希望される方は、町内
に支店のある金融機関の窓口において届出印鑑持
参のうえ手続をしてください。
　口座振替納付で町県民税、固定資産税の全期前
納を希望される方は、平成28年3月31日までに手
続きをしてください（期別納付から全期前納への
変更手続きも金融機関窓口において行えます。）。
共有名義の固定資産税も、口座振替納付が出来ま
す。
　また、新しく口座振替申請をされた方に、500
円分のクオカードを贈呈します。
　詳しくはお問い合わせください。
【問い合わせ先】　　　　　税務課　☎36-4122

障害者控除の認定について

個人住民税の特別徴収について 就学援助制度について

町税等の口座振替納付について

　県中地区管内12市町村と県中地方振興局では、
個人住民税特別徴収推進のため、平成28年度から、
法令の要件に該当するすべての事業主（給与支払
者）の皆様を特別徴収義務者として一斉に指定し
ました。これにより従業員の方の毎月の給与から
個人住民税を特別徴収（差し引き）し、各市町村
に納入していただくようになります。
　従業員の方々にとっては「12回での分割納付と
なるため1回あたりの納付額が少なくて済む」「納
期ごとに金融機関に出向いて納税する手間が省け
る」などの利点があります。皆さんのご理解をお
願いします。
　詳しくは役場税務課までお問い合わせください。
また、浅川町のホームページを併せてご覧くださ
い。
【浅川町ホームページ】
　　http://www.town.asakawa.fukushima.jp/
【問い合わせ】　　　　　　税務課　☎36-4122

　要介護認定されている方で、障害者手帳を取得し
ていなくても認定されることにより、所得税や町・県
民税の所得控除を受けられる場合があります。
　対象となる方は、介護保険の要介護認定を受け
ている65歳以上の方で、障がいの程度が障がい者
に準ずるものとして市町村長の認定を受けている
場合に障害者控除の対象となります。

　認定は介護保険被保険証を持参のうえ、役場保健
福祉課で申請してください(日常生活自立度の程度
が軽い方は、認定にならない場合もあります。)。
　詳しくは役場保健福祉課までお問い合わせくだ
さい。
【問い合わせ】　　　　保健福祉課　☎36-4123

【対象者】
○次の要件をすべて満たす方
⑴　浅川町に住所のある65歳以上で、要介護認定
　　を受けている方
⑵　身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者福祉
　　手帳等の交付を受けていない方
⑶　介護保険の認定調査票または主治医意見書で、
　　日常生活自立度の判定が一定基準である方
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ださい。
【問い合わせ】　　　　浅川小学校　☎36-2029
　　　　　　　　　　里白石小学校　☎36-2377
　　　　　　　　　　山白石小学校　☎36-2815
　　　　　　　　　　　浅川中学校　☎36-2023
　　　　　　　　教育委員会事務局　☎36-2297

　町税等の口座振替納付を希望される方は、町内
に支店のある金融機関の窓口において届出印鑑持
参のうえ手続をしてください。
　口座振替納付で町県民税、固定資産税の全期前
納を希望される方は、平成28年3月31日までに手
続きをしてください（期別納付から全期前納への
変更手続きも金融機関窓口において行えます。）。
共有名義の固定資産税も、口座振替納付が出来ま
す。
　また、新しく口座振替申請をされた方に、500
円分のクオカードを贈呈します。
　詳しくはお問い合わせください。
【問い合わせ先】　　　　　税務課　☎36-4122

障害者控除の認定について

個人住民税の特別徴収について 就学援助制度について

町税等の口座振替納付について

　県中地区管内12市町村と県中地方振興局では、
個人住民税特別徴収推進のため、平成28年度から、
法令の要件に該当するすべての事業主（給与支払
者）の皆様を特別徴収義務者として一斉に指定し
ました。これにより従業員の方の毎月の給与から
個人住民税を特別徴収（差し引き）し、各市町村
に納入していただくようになります。
　従業員の方々にとっては「12回での分割納付と
なるため1回あたりの納付額が少なくて済む」「納
期ごとに金融機関に出向いて納税する手間が省け
る」などの利点があります。皆さんのご理解をお
願いします。
　詳しくは役場税務課までお問い合わせください。
また、浅川町のホームページを併せてご覧くださ
い。
【浅川町ホームページ】
　　http://www.town.asakawa.fukushima.jp/
【問い合わせ】　　　　　　税務課　☎36-4122

　要介護認定されている方で、障害者手帳を取得し
ていなくても認定されることにより、所得税や町・県
民税の所得控除を受けられる場合があります。
　対象となる方は、介護保険の要介護認定を受け
ている65歳以上の方で、障がいの程度が障がい者
に準ずるものとして市町村長の認定を受けている
場合に障害者控除の対象となります。

　認定は介護保険被保険証を持参のうえ、役場保健
福祉課で申請してください(日常生活自立度の程度
が軽い方は、認定にならない場合もあります。)。
　詳しくは役場保健福祉課までお問い合わせくだ
さい。
【問い合わせ】　　　　保健福祉課　☎36-4123

【対象者】
○次の要件をすべて満たす方
⑴　浅川町に住所のある65歳以上で、要介護認定
　　を受けている方
⑵　身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者福祉
　　手帳等の交付を受けていない方
⑶　介護保険の認定調査票または主治医意見書で、
　　日常生活自立度の判定が一定基準である方
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◆おくやみ申し上げます◆
亡くなった方 年 齢 行政区

吉田　君子

佐藤　芳雄

生田目キン

白川キクノ

７１歳

８８歳

９０歳

９４歳

荒町

本町二区

山白石一区

本町一区

女 寛樹 夏希
らん

はるま

両　親赤ちゃんの名前 性別 行 政 区

岡部　蘭

下重　陽慎

お誕生おめでとう

滝輪一区

男 憲広 洋美 簑輪

　国民健康保険（以下国保）の加入、脱退の手続きが
遅れると、様々な不利益が生じます。
○加入の届け出をしないと保険証が交付されないため、
　その間にかかった医療費が全額自己負担となります。
　また、国保税は加入の届け出をした日からではなく、
　加入資格を得た日から課税されます。
○やめる届け出が遅れると、国保の保険税と他の医療
　保険の保険料を二重で支払ってしまうことがありま
　す。また、間違って国保の保険証を使用して医療を
　受けてしまうと、国保が負担した医療費をあとから
　返さなければなりません。
　届出は必ず、14日以内に役場保健福祉課で行って
下さい。届出について分からないことがあれば、お問
い合わせください。
【問い合わせ】　　　　　   保健福祉課　☎36-4123

 警戒区域指定に伴い、警戒区域では町が警戒避難体制の整備等を行う必要があるほか、土砂災害特別警戒区域で
は次のことにご注意ください。
特定開発行為に対する許可制
　住宅宅地分譲や災害時要援護者関連施設の建築のための行為は、基準に従ったものに限って許可されます。許可
　申請については福島県県中建設事務所河川砂防課にご確認ください。
建築物の構造規制
　居室を有する建築物は、建築基準法に定められた作用すると想定される衝撃等に対して、建築物の構造が安全で
　あるかどうかの建築確認が必要となります。
建築物の移転等の勧告
　県が著しい損壊が生じる恐れのあると判断した建築物の所有者等に対し、移転等の勧告が行われる場合がありま
　す。移転する場合は、住宅金融支援機構の融資等の支援を受けられます

　詳しくは下記へお問い合わせください。また、今回指定された区域の図面に関しては、福島県土木部砂防課の
ホームページにて確認できます。
　　　　　　　　福島県土木部砂防課ホームページ　http://www4.pref.fukushima.jp/sabou/newmain.html
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】　福島県県中建設事務所河川砂防課　☎024-935-1438
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅川町役場建設水道課　☎36-1184

国民健康保険の届け出はお早めに!!

 土砂災害防止法に基づき、平成27年12月25日に以下の地区の一部の地域が土砂災害警戒区域、土砂災害特別警
戒区域に指定されました。

土砂災害警戒区域等指定のお知らせ

土砂災害警戒・土砂災害特別警戒区域

・大草字浜井場　・大草字水保田

※急傾斜地の崩壊等が発生した場合に、建築物に損壊が生じ、住民等の生命又は身体に著し
　い危害が生ずる恐れがある区域
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須賀川地区の在宅当番医は須賀川市保健センター内の休日夜間急病診療所で診察しています。
須賀川市諏訪町67-1　☎0248-76-2980
※在宅当番医は変更になる場合がありますので、必ず事前に電話で確認をしてください。

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

浅川町教育日授業
参観（浅小）
新入学児童交流会・
保護者説明会
（山小）
避難訓練（山保）

1歳６か月児健診・
2歳児歯科健診
（保セ） 
授業参観・
中学校説明会
（里小）
身体測定（浅保）

股関節脱臼検査
（石川町保セ）
避難訓練（里小）
新入園児園開放・
子育て支援会
（幼稚園）

なんでも法律相談
（福セ）
わくわくタイム
（山小）
新入所児説明会
（浅保・山保）
お弁当の日（山保）

朝の会（山保）

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

図書室時間延長
（公民館）
もぐもぐ教室
（保セ）
交通指導（幼稚園）

町長賞授与式・
体育協会表彰式
（公民館）

ひなまつり誕生会
自由参観日
（幼稚園）
ひなまつり会
（浅保）
ひなまつり誕生会
（山保）

3歳児健診（保セ）
鼓笛移杖式・
6年生を送る会
（山小）
避難訓練（浅保）
満了記念写真撮影
（山保）

町防災行政無線の定時放送を併せてお聞きください

保育参観・PTA役
員会・奉仕作業
【年少】（幼稚園）
たんぽぽお話会
（浅保）

新入学児童一日入
学（里小）
授業参観・なわと
び記録会・中学校
入学説明会・給食
試食会（山小）
にこにこお話会
 （山保）

つどいの広場・育
児相談（保セ）
1・2年生期末テス
ト～17日まで
（中学校）
新入生体験入学
（浅小）
お弁当の日（幼稚園）

授業参観繰替休業
日（中学校）

…在宅当番医　保セ…保健センター　福セ…地域福祉センター医○

資源ゴミ 不燃ゴミ
A地区

B地区 上記以外の区域

荒町、本町一区・二区、
東大畑一区・二区

※可燃：月・木曜日の週２回、全地区収集
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　角田内科医院
（浅川町）
☎３６ー２０６７
　ふじた循環器内科
　クリニック
（棚倉町）
☎３３ー２０１３

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　あらまちクリニック 
（棚倉町）
☎３３ー８０１８

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　金澤医院
（矢祭町）
☎４６ー２３１２

医○

医○

広報発行日

建国記念日

豆まき会
 （幼稚園・浅保・
山保）

薬物乱用防止教室
（里小）

つどいの広場・
育児相談・
3～4か月児健診
（保セ）
豆まき集会（里小）

幼児の歯科健診
（保セ）
避難訓練（浅保）
身体測定（山保）

授業参観（中学校）

奉仕作業（山保）

奉仕作業（浅保）

心の健康相談
（浅セ）

　とりごえ整形外
　科（石川町）
☎２６ー５０５０
　木村医院
（矢祭町）
☎４６ー３５２８

医○

医○

　とりごえ整形外
　科（石川町）
☎２６ー５０５０
　和田医院
（棚倉町）
☎３３ー２０１２

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　つちやクリニック
（塙町）
☎４３ー２２５０

医○

医○

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT）

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

０件
２１件
１件
０件

1 2月の1 2月の
人口
男
女
世帯

町の動き町の動き
６,７８７人
３,３９８人
３,３８９人
２,１８８世帯

（－９）
（－４）
（－５）
（±０）

（１月１日現在） 【忘れずに納付してください。】

今月の納期 ２月2９日（月）
固定資産税　　　４期
国民健康保険税　９期
介護保険料　　　９期
後期高齢保険料　７期
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　す。また、間違って国保の保険証を使用して医療を
　受けてしまうと、国保が負担した医療費をあとから
　返さなければなりません。
　届出は必ず、14日以内に役場保健福祉課で行って
下さい。届出について分からないことがあれば、お問
い合わせください。
【問い合わせ】　　　　　   保健福祉課　☎36-4123

 警戒区域指定に伴い、警戒区域では町が警戒避難体制の整備等を行う必要があるほか、土砂災害特別警戒区域で
は次のことにご注意ください。
特定開発行為に対する許可制
　住宅宅地分譲や災害時要援護者関連施設の建築のための行為は、基準に従ったものに限って許可されます。許可
　申請については福島県県中建設事務所河川砂防課にご確認ください。
建築物の構造規制
　居室を有する建築物は、建築基準法に定められた作用すると想定される衝撃等に対して、建築物の構造が安全で
　あるかどうかの建築確認が必要となります。
建築物の移転等の勧告
　県が著しい損壊が生じる恐れのあると判断した建築物の所有者等に対し、移転等の勧告が行われる場合がありま
　す。移転する場合は、住宅金融支援機構の融資等の支援を受けられます

　詳しくは下記へお問い合わせください。また、今回指定された区域の図面に関しては、福島県土木部砂防課の
ホームページにて確認できます。
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国民健康保険の届け出はお早めに!!

 土砂災害防止法に基づき、平成27年12月25日に以下の地区の一部の地域が土砂災害警戒区域、土砂災害特別警
戒区域に指定されました。

土砂災害警戒区域等指定のお知らせ

土砂災害警戒・土砂災害特別警戒区域
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　い危害が生ずる恐れがある区域
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須賀川地区の在宅当番医は須賀川市保健センター内の休日夜間急病診療所で診察しています。
須賀川市諏訪町67-1　☎0248-76-2980
※在宅当番医は変更になる場合がありますので、必ず事前に電話で確認をしてください。
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町防災行政無線の定時放送を併せてお聞きください
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【年少】（幼稚園）
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授業参観・なわと
び記録会・中学校
入学説明会・給食
試食会（山小）
にこにこお話会
 （山保）

つどいの広場・育
児相談（保セ）
1・2年生期末テス
ト～17日まで
（中学校）
新入生体験入学
（浅小）
お弁当の日（幼稚園）

授業参観繰替休業
日（中学校）

…在宅当番医　保セ…保健センター　福セ…地域福祉センター医○

資源ゴミ 不燃ゴミ
A地区

B地区 上記以外の区域

荒町、本町一区・二区、
東大畑一区・二区

※可燃：月・木曜日の週２回、全地区収集
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　角田内科医院
（浅川町）
☎３６ー２０６７
　ふじた循環器内科
　クリニック
（棚倉町）
☎３３ー２０１３

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　あらまちクリニック 
（棚倉町）
☎３３ー８０１８

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　金澤医院
（矢祭町）
☎４６ー２３１２

医○

医○

広報発行日

建国記念日

豆まき会
 （幼稚園・浅保・
山保）

薬物乱用防止教室
（里小）

つどいの広場・
育児相談・
3～4か月児健診
（保セ）
豆まき集会（里小）

幼児の歯科健診
（保セ）
避難訓練（浅保）
身体測定（山保）

授業参観（中学校）

奉仕作業（山保）

奉仕作業（浅保）

心の健康相談
（浅セ）

　とりごえ整形外
　科（石川町）
☎２６ー５０５０
　木村医院
（矢祭町）
☎４６ー３５２８

医○

医○

　とりごえ整形外
　科（石川町）
☎２６ー５０５０
　和田医院
（棚倉町）
☎３３ー２０１２

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　つちやクリニック
（塙町）
☎４３ー２２５０

医○

医○

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT）

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

０件
２１件
１件
０件

1 2月の1 2月の
人口
男
女
世帯

町の動き町の動き
６,７８７人
３,３９８人
３,３８９人
２,１８８世帯

（－９）
（－４）
（－５）
（±０）

（１月１日現在） 【忘れずに納付してください。】

今月の納期 ２月2９日（月）
固定資産税　　　４期
国民健康保険税　９期
介護保険料　　　９期
後期高齢保険料　７期
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編集・発行／浅川町役場 総務課

我妻美幸 さん（福貴作）
▶年齢は?　３７歳
▶出身は?　泉崎村
▶家族構成は?
　父、母、夫、長男、次男
▶趣味は?　パズル
▶今 欲しいものは?　服
▶楽しかった思い出は?
　子どもの野球の追っかけ!!
▶どんなスポーツが好きですか?
　特にはないです
▶プチ将来は？
　温泉旅行。あっちこっち行きたい
▶町の印象は？　明るい町
▶何か一言どうぞ
　次、有里佳さんお願い!!

鈴木正幸 さん（荒町）
▶年齢は?　６４歳　▶出身は?　浅川町
▶家族構成は?
　妻、三女、姉と犬（ボストンテリア）
▶趣味は?
　アマチュア無線、航空機撮影、気象観測等
▶今 欲しいものは?
　強いて言えば新しい無線機
▶楽しかった思い出は?
　昔、仕事でヨーロッパに出張したこと
　（当時は無我夢中でした）
▶どんなスポーツが好きですか?
　プロ野球観戦（巨人、大鵬、たまご焼き…です）
▶プチ将来は？
　孫たちが健やかに育つこと
▶町の印象は？　琵琶の里、花火の里
▶何か一言どうぞ
　昨年11月に無線で「読売新聞社賞」と
　「総務大臣賞」を受賞しました

町民の方から町民の方へ友だちの輪を
ひろげていくコーナーです

次回は
水野　一さん
(袖山)

の予定です

次回は
圓谷有里佳さん
（福貴作）
の予定です


